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600MB上昇流36時問予想図の利用について＊

長　井　達　夫＊＊ 城　田 博＊＊＊

　ωが大気の垂直運動を示すものであるから広汎な大雑、

把な天気分布に対応する事は勿論で，著者が1961年9月

から1962年2月までの資料について600mbのω分布と

地上天気分布とについて調べた結果1）からもみとめられ

ている．

　実際の天気が600mb面のωのみによって決まるもの

とは勿論考えてはいないが，地方の予報者がたとえ大胆

な仮定が入っているにせよ電子計算機により客観的に推

定された種々の予想図を基にして明日の大雑把な天気を

推定するさいに，どの予想図が天気の翻案に役立つかが

問題であろう．この点に関するかぎり600mbのω分布

が天気分布をあるていど表すものと考え，600mbのω

予想図のみを用いて明日の大雑把な天気を予想した場

合，総合判断により出された明日の予想と適中率におい

てどのていどの差があるかを知る目的で簡単な調査を試

みた．ここでいう総合判断とは普通に行われているルー

チンの予想の意味である．

　この調査にかんしてはすでに昭和40年度全国予報検討

会数値予報分科会の座上で報告したが，そのさいに提示

した適中率は従来各所で計算されたものと異なり，実際

の天気と完全に合致した数を全体の数で割ったものであ

った．勿論この時示された適中率の絶対値は問題ではな

く，ω6。。予想図から判定した天気予報と綜合判断から求

めた天気予報との差をみるのが目的であったからごく大

雑把に見つもった訳である．その後昭和40年6月までの

盗料が集ったので，大竹市郎の方法2）により適中率を計

算し直したのが第1表に示された値である．

　ω600の予想図のみから翌日の大雑把な天気を読みとる

場合，なるべく主観の入らないように，いろいろ問題は

あるがいちおう次のような手順で天気に翻案した．

　ω600予想図上に名古屋から緯度圏にそって西に10度の

距離まで線をひぎ，その線上のωの値を読み

第1表 明日予報の適中率（愛知県の予報）

　　　　　（かっこ内はサソプルの数）

年　　月

昭和391
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　　　3

　　　4

　　　5

　　　8

　　　9

　　　10

　　　11

　　　12

昭和401

　　　2

　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

平　　均

ω600予想図の
みからの判断

　％
75（18）

63（21）

77（8）

66（17）

89（21）

90（16）

78（18）

83（22）

73（17）

80（18）

90（15）

68（18）

79（20）

80（19）

80（17）

71（15）

78％

綜　合　判　断

　％
80（18）

72（21）

88（8）

78（17）

86（21）

88（16）

78（18）

92（22）

88（17）

76（18）

86（15）

68（18）

82（20）

83（19）

87〔17）

72（15）

82％

　＊On　the　Utilization　of　Prognostic　Chart　of　p－

　　Velocity　on600mb　Surface．

＊＊Tatsno　Nagai．　名古屋地方気i象台

＊＊＊Hiroshi　Shirota．

　　一1966年1月20日受理一

1966年7月

　　　ω＞　O　　　　晴

　　　ω　0～2　　　曇

　　　ω＜一2　　　　雨

　上の規準にしたがって天気に翻案した．三人で独立に

翻案し三人共同じ結果が出たのは90％（3ヵ月分の資料

について試行）であったので個込誤差も少ないものと認

めた．

　かくして得られた翌目の予報と綜合判断による予報の

適中率をくらべてみると第1表のとおり平均的には4％

ていど綜合判断による予報の方が良い結果が出ている．

この表のうち昭和40年2月以降の資料は実際の予報当番

者がω60。予想図から天気翻案を行っており，初期におけ

るω60。分布その他も考慮しているので，40年1月以降の

もの（ω6。。の予想図のみから独立して天気に翻案した）

とは条件が異なるので，適中率を全期間（昭39年1月～

昭40年6月）平均した事に問題はある．

　しかし何れにしても，ω6・・の分布の予想図のみから判
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断した翌日の予想の適中率と綜合判断からのそれとの差

がこの程度あるという事は注目すべき事と考える．すな

わち，現在の数値予報モデルが含んでいる天気現象は移

動性の高低気圧の大きさ以上のスケールのものであり，

対流性の雷雨とか，前線性降雨等の小規模現象に対応す

るものは当然表現され得ない．したがってω6。。の予想図

が代表しているものは，移動してくる高低気圧のそれを

示しているといってよいだろう．それ故に予報の確率が

それ程悪くないということは，小規模現象が大雑把な天

気分布を支配する頻度は低いということを示していると

考えられる．このことは従来からもよくいわれているよ

うに，小規模擾乱は災害をおこす場合が多いけれども天

気分布を支配する程度はかなり低いということを裏書き

している．では次に何故総合判断がω600のそれを同程度

なのかという問題が残る．この点にかんしては，良く分

らないけれど，小規模擾乱にたいしてはっきりとした科

学的方法が確立していない現在では，いろいろの統計的

手法を使用しても結果においては労多くして効少ないと

いうことを示しているように思われる．

　本調査においては6月末期から7月においての梅雨の

最盛期の検討はのぞいてあり，実際にこの期間にあまり

良い適中率は期待できないであろう．又各期における日

本海側の悪天にかんしてはω6。0の予想図は良い回答をあ

たえないであろう．

　次に，翌日雨があるかないかの判定のみにしぼりω600

の予想図および綜合判断からどのていど適中するかにつ

いてあたってみた．同じく昭和39年1月から昭和40年6

月にかけての資料についてContigency　Tableを作り，

Percent　correctおよびskill　scoreを求めると第2表の

とおりとなる．すなわち，雨のあるなしの予想にかんし

ては，明らかか綜合判断による結果が良く出ている．こ

れは，雨が降るかどうかの予想に水蒸気の分布およびそ

の変化を全く考慮しないで行うことに無理があるので当

然の結果であろう．実際に予想するにあたっては，初期

におけるω6。。の分布とT－Tdの分布を考慮に入れてω600

のプ・グノを利用するか，シックネスが水蒸気量を間接

的に代表するとみなしてシックネスのプログノを併用し

て，さらに精度はあげ得るであろう．この点にかんして

は改めて調査する予定である．最近丁一Tdおよびシッ

クネスとω6。。を組合せて行う試みが名古屋，高松の予報

官等により試みられ，ωだけよりも両方を組合せた方が

よりよく表現できるという主張であった．この調査から

得られる結論もその主張の線と同じものである．なお本
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ω600予想図からの予想

第2表
綜合判断による予想

ば
雨あり

雨なし

合　計

雨
あり

62

36

98

雨

なし

29

142

171

合計

91

状
雨あり

178 雨なし

269 合　計

雨
あり

66

19

85

雨
なし

29

156

い85

合計

95

175

270

Percent　Correct　　76％

Skill　Score　　　　　O．48

Percent　Correct　　82％

Skill　Score　　　　　O．60

調査にあたってω600予想で天気予想がうまくゆかなかっ

た個々の例についてその原因まで追求しなかったが，こ

の問題にかんしては高松地方気象台合田予報官の詳細な

調査3）で論じられているので参照せられたい．

　また，本報告中明日の大雑把な天気という言葉を再三

用いたが，ここでいう大雑把という意味は天気を以下に

示すような大体五段階ていどで表現することである．
1．

2．

3．

4．

5．

晴（晴一時曇，晴時々曇，薄曇を含む）

曇（曇一時晴，曇時々晴，曇一時小雨を含む）

雨（曇時々雨，雨一時曇を含む）

晴のち曇のち雨（曇のち雨，を含む）

雨のち曇のち晴（曇一時雨のち晴を含む）

明日の予報にかんしては特別な場合をのぞいてこのてい

どの表現でさしつかえないと思う．何故ならば時々晴と
　　　　　　　　　　　　　
か時々曇りとかの時々を判定する客観的な決め手がない

からである．本調査にあたってω600予想図から翻案した

天気の約90％までは上の五段階の表現を用いた事をつけ

加えておく．

　終りにのぞみ，本調査にあたり御助言下さった名古屋

気象台市川予報課長と御協力下さった予報官各位および

有益な御批判をいただいた斎藤直輔予報官に深く感謝す

る．
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